
第Ⅲ章 『鳥取県幼保小連携カリキュラム』の実際 

 

１ 『鳥取県幼保小連携カリキュラム』の構成 

 

『鳥取県幼保小連携カリキュラム』は、各年齢におけるめざす姿を下表のような

観点・視点で示しています。 
 
【１０の視点と内容】（＊０歳児・１歳児は９の視点、入門期は１１の視点） 

  

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点の内容は重なり合っており、総合的に指導することが大切です。 

また、各年齢のつながりを考えながら、見通しをもって指導していくことが必要

です。 

　生命の保持
　情緒の安定

　学習のきまり
　学習用具の使い方
　発表の仕方
　家庭学習

　体を動かすことを楽しむこと
　多様な動き
　微細運動

　生活習慣（食事・睡眠・排泄・着脱・清潔）
　生活のリズム
　あいさつ

　遊びの姿・子ども主体
　気持ちを伝えること
　環境へのかかわり（人・もの・こと）

　人とのかかわり（保育者や友達）
　　　　（基本的な信頼感）
　人とのつながり
　　　※並行遊びの段階

　気付き・心情・態度・理解
　行動・判断
　生活の中で身に付くもの

　環境への興味・関心
　遊びに向かおうとする姿
　環境にかかわろうとする姿

　気付き・発見・驚き・疑問
　試行錯誤
　思考力

　
　食べることを楽しむこと
　食べ物への興味・関心
　食べ方・マナー
　　　※楽しむことがベースとなる

０歳児～２歳児

　食べることを楽しむこと
　食べ物への興味・関心
　食べ方・マナー

探究心
～どうしてかな～

　気付き・発見・驚き・疑問
　試行錯誤

表現
～つたえたいな
　　　しりたいな～

　豊かな言語感覚・想像力
　身体表現
　製作活動・音楽

きまり
～たのしいね～

　気付き・心情・態度・理解
　行動・判断
　遊びを楽しくするルール・きまり

意欲
～おもしろそうだな～

　環境への興味・関心
　遊びに向かおうとする姿
　環境にかかわろうとする姿

食育

人
と
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か
わ
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(
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か
な
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づ
く
り

)

自己発揮
～みて、きいて～

　遊びの姿・子ども主体
　動きや言葉で伝えること（見ること・聞くこと）
　環境へのかかわり（人・もの・こと）

協同性
～いっしょにやろうよ～

　人とのかかわり（保育者や友達）
　　　　（基本的な信頼感）
　人とのつながり
　協同的な遊び
　　　※イメージの共有化

観点 視点
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*安全
　安心
　安全・危険回避

*学習規律
～さあ、がんばろう～

興
味
・
関
心

(

学
び
の
基
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く
り
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３歳児～入門期

内　容

運動
　体を動かすことを楽しむこと
　多様な動き
　用具を操作する動き（用具：遊具、道具を含む）

生活習慣
～みにつけよう～

　生活習慣（食事・睡眠・排泄・着脱・清潔）
　生活の見通し
　あいさつ

　豊かな言語感覚・想像力
　身体表現
　製作活動・音楽

「０歳児～２歳

児」「３歳児～入

門期」で、視点

ごとの内容を変

えています。 

 その内容は、

年齢を追ってつ

ながっていま

す。 

入門期は、「学

習規律」の視点

を加え、１１の

視点で示してい

ます。 

 

「０歳児・１歳

児」は、「安全」

の視点を除いた

９の視点で示し

ています。 

１０の視点 

３ 『鳥取県幼保小連携カリキュラム』の活用 

  
  『鳥取県幼保小連携カリキュラム』は、幼稚園等において以下のように活用する

ことができます。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、幼稚園等と小学校関係者の相互理解や幼児教育・保育、小学校教育の充実

に向けて、自園・自校の子どもの実態に合わせて、本カリキュラムを工夫して活用

することができます。 

 

例えば、次のような活用の場面が考えられます。 

 

【活用の場面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・乳幼児・児童の交流活動 
・教職員合同研修会 
・小学校教員の保育体験 
・合同研究保育 
・幼稚園教員・保育士の授業体験 
・幼稚園等と小学校の連絡会   など 

①教育課程・保育課程の編成に生か

す。 

②長期・短期の指導計画作成の参考

とする。 

（「ねらい」や「内容」の検討等） 

③各年齢におけるめざす姿を踏ま  

えた保育の振り返りに生かす。 

（環境の構成や保育者の援助のあ 

り方を考える等） 

④日々の保育改善に向けた取組に

生かす。 
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